
令和５年度根室管内教育推進の重点

１ はじめに

根室管内の教育関係者の皆様においては、昨年度、「根室の未来を託す子どもの育成～

質の高い教育を届けるために～」をテーマとして「令和４年度の根室管内教育推進の重点」

に基づき、それぞれのお立場で管内教育の振興・発展に尽力していただき感謝申し上げま

す。

また、子どもたちが安心して充実した学校生活を送れるよう、新型コロナウイルス感染

症の対応について、各関係機関と連携を図りながら、適切に対応いただくとともに、不測

の事態に備えた、子ども一人一人の学びの保障に努めていただき、誠にありがとうござい

ます。

これより、令和５年度根室管内の教育推進のテーマ及び重点について、説明いたします。

２ 令和５年度根室管内教育推進のテーマ

最初に、本年度の根室管内教育推進のテーマの設定に至った経緯とテーマにかける思い

について説明いたします。

３ 令和５年度根室管内教育推進のテーマの設定（経緯と思い）

本テーマ設定に至った社会的背景を見ていきますと、子どもたちを取り巻く環境（社会）

は、ＡＩ等の先端技術が加速度的に高度化し、Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０時代の到来により、

社会の在り方そのものが劇的に変化しております。

いわゆる「葛藤と創造の時代」を、子どもたちが生き抜くためには、自立的に生き、主

体的に判断し、多様な人々と協働して変化を前向きに受け止め、未来に向けて豊かな創造

性を発揮できる資質・能力を身に付けることは必要不可欠となります。

こうしたことから、これからの社会を生きる子どもたちが、どんな場面に直面しても柔

軟に対応でき、夢や目標の実現に向けて挑戦し続けるたくましい人間に成長してほしいと

いう願いを込め、「しなやかにたくましく生きる子どもの育成」というテーマを設定した

ところです。

また、本テーマは、「北海道総合教育大綱」及び新たに今年度から開始される「北海道

教育推進計画」の基本理念や施策を踏まえて設定していることもご理解ください。

４ 令和５年度根室管内教育推進のサブテーマの設定

次に、サブテーマであります「子どもの可能性を引き出す教育への挑戦と覚悟」につい

て説明します。

子どもたちは、機会均等の理念によって日本全国どこへ行っても同等の教育を受ける権

利があり、市町村、教育委員会、学校は住民の思いや願いの付託に応え、その地域が目指

す子ども像の実現に向けて、教育活動を推進していかなければなりません。

テーマ「しなやかにたくましく生きる子どもの育成」

～子どもの可能性を引き出す教育への挑戦と覚悟～



子どもの教育に関わる関係者は、それぞれの地域で育つ子どもたちが、その地域の学校

で学ぶことができて心からよかったと思えるような、地域の特性を踏まえた独自性のある

教育を追求し、新しい挑戦を続け、その取組に責任と覚悟をもって臨んでいただきたいこ

とから、このようなサブテーマを設定したところです。

５ 令和５年度根室管内教育推進の重点

次に、重点につきまして説明いたします。本年度の重点については、それぞれ３つの重

点に２つの具体的項目を位置付けるとともに、現在の教育の動向や管内教育の課題等を踏

まえ、取り組む必要性の高い内容を厳選して設定しました。これより、それぞれの重点に

ついて取り組んでいただきたい内容について説明します。

６ （１） 重点１「確かな学力を育む機動的な組織体制による取組の深化」

重点１は北海道教育推進計画の施策の柱１「子どもたち一人一人の可能性を引き出す教

育の推進」を踏まえ、教育活動の更なる質の向上の観点から設定しております。

重点１に係る具体的項目の１つ目、「子どもの変容を即時的に評価する継続的な検証改

善サイクルの確立」の取組のポイントは、授業をはじめ教育活動全般において児童生徒は

何を身に付けたのかを確実に見取り、目標に到達できなかった児童生徒には必要な手立て

を講じるなど、日常的にマネジメントサイクルを回し、指導と評価の一体化を図る取組の

推進です。

具体的項目の２つ目、「子ども一人一人の個性や多様性を認め合う支持的な風土で学び

が展開される環境の整備」の取組のポイントは、児童生徒が安心して学校に通い、意欲的

な姿勢で学びに向かうために、児童生徒一人一人に学校及び学級集団の中で帰属意識を高

めさせたり、自己肯定感をもたせたりするなど、他者を認め、よりよい人間関係の構築に

努めることです。

以上、２点の取組をお願いいたします。

７ （２） 重点２「子どもの学びを支え、『地域の先生』として根室管内の発展に寄与する人材の育成」

次に重点２についてです。

重点２は北海道教育推進計画の施策の柱２「学びの機会を保障し質を高める環境の確立」

を踏まえ、教職員の人材育成の観点から設定しております。

重点２に係る具体的項目の１つ目です。教師が挑戦し続け、覚悟をもって教育を推進し

ていくためには、個の教師力の向上は必要不可欠であります。さらに、ミドルリーダーの

育成を図ることも管内の緊要な課題の１つにもなっています。

このようなことから項目１「教員の実践的指導力や専門性の向上に関する研修の計画的

な実施」の取組のポイントは、管理職、教育委員会、教育局の三者がきめ細かに教職員の

実態を分析するとともに、教員が求める研修内容のニーズに応えることができるよう、ど

のような研修を実施する必要があるのか、研修の内容・在り方自体を見直し、改善を図る

こと、そして、「教員育成指標」を効果的に活用してライフステージに応じた育成を進め

たり、研修履歴を活用した対話に基づく受講奨励を行ったりするなど、その取組を充実さ

せることです。



具体的項目の２つ目です。地域の子どもを育てるという観点から、子どもの教育に直接

携わる教職員が『地域の先生』として活躍し、地域から信頼される存在になることが非常

に重要となります。

このようなことから項目２「『地域の先生』としての自覚と責任をもち続けながら教育

に取り組む態度の育成」の取組のポイントは、教職員が地域のことを深く知り、その地域

に愛着をもって教育に邁進できるよう、ふるさと教育の実践の充実を図ることです。

８ （３） 重点３「全ての子どもが地域に根ざした学びのよさを実感できる教育の充実」

次に重点３についてです。

重点３は北海道教育推進計画の施策の柱３「地域と歩む持続可能な教育の実現」を踏ま

え、学校・家庭・地域・行政の連携の観点から設定しております。

重点３に係る具体的項目の１つ目です。管内全体の様子を見ると、校種により学力差が

はっきりしており、子どもたちの学びに対する意欲や内発的動機付けによる学びの姿勢が、

学年が上がるにつれて低下していることが課題となっています。

このようなことから項目１、「目指す子ども像を共有した異校種間の連携及び一貫教育

の推進」の取組のポイントは、学びのよさや楽しさを継続させるために、義務教育９年間

はもとより、幼小連携、中高連携等により、系統的な指導を行うこと、そして、校種に関

係なく一人一人の子どもをどういう大人に育てていくのかという共通した目的をもって教

育を行うとともに、キャリア教育の観点から異校種間の連携を深め、社会的・職業的自立

に向けて必要となる力を着実に身に付ける取組の充実を図ることです。

具体的項目の２つ目です。子どもたち一人一人が地域の構成員として愛着や誇りをも

ち、しなやかにたくましく生きて、人間としての基本的な生き方を学んでいくために、ふ

るさと教育の推進は欠かすことができません。

このようなことから項目２、「地域の教育資源を活用した教育活動の整備、ふるさと教

育の推進」の取組のポイントは、ふるさと教育の実践内容及びその成果が、学校教育及び

社会教育や家庭教育の各分野の隅々に毛細血管のように行き渡り、潤滑油のように互いの

隙間を埋め、学校・家庭・地域社会の連携・融合の姿を体現できるように、取組の充実を

図ることです。

９ 共通重点事項

以上、３つの重点事項について説明してきましたが、次にそれぞれの重点の具現化に向

けて特に考慮していただきたい視点である「共通重点事項」について確認します。

❶「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善（改革）」

❷「子ども一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育の充実」

❸「家庭・地域・関係機関と連携した学校の安全・安心の保障」の３点について、これ

らの取組は、どの学校種においても緊要な経営課題と言えるものであります。

それぞれの項目について、主体的に取り組みを進めていただきたいポイントについて説

明します。

１点目、「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善（改革）」では、ＩＣＴ

の効果的な活用を踏まえた授業改善（改革）やスタディログ等を活用した個別最適な学び

の充実を踏まえた実践をお願いします。



２点目、「子ども一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育の充実」では、ＩＣＴ

の活用等による障がいの状態等に応じた指導の工夫や就学支援、場の変更等に係る進学指

導、キャリア教育、進路指導等の充実を図るようお願いします。

３点目、「家庭・地域・関係機関と連携した学校の安全・安心の保障」では、昨年度改

訂された「生徒指導提要」を踏まえた新しい生徒指導の取組や、日常的に危機管理マニュ

アル等の改善を図るなど、各学校における危機管理意識の向上を図るようお願いします。

10 終わりに

以上、令和５年度の根室管内の教育推進に当たり、重点的に取り組んでいただきたい内

容を説明してきました。

令和５年度根室管内教育推進のテーマ及び重点は、北海道が目指す教育の基本理念であ

る「自立」と「共生」を踏まえて設定したものであります。

また、各地域で育つ子どもが、その地域での学びを通して成長し、社会の変化に対応し、

生涯に渡って生き抜く力を確実に身に付けることができるよう、地域の子どもの教育に責

任をもつ教育委員会や学校は、多様かつ複雑な課題に主体的に取り組み、自走できる組織

となることが重要となります。

自走できる組織となるためには、トップダウンではなく、一人一人が今やるべきことを

判断し行動に移すことができる状況づくりが重要であると言われています。

このようなことから、今回設定しました重点については、現段階の管内教育の課題等を

見直した際に、ミニマム・エッセンシャルズ（最低限必要水準）として整理した内容を示

しており、教育委員会や学校がそれぞれの実情に応じた課題を加え、その解決アプローチ

を考え、実践することで、自走できる組織として地域の教育の推進を図っていただきたい

と考えています。

校長の皆様方には、根室教育が北海道教育を牽引するという気概をもち、学校組織のト

ップとして、経営手腕を大いに発揮していただくことを期待しています。

教育局としましても、皆様方お一人お一人と、これまで以上に連携を密にしながら根室

教育の質の向上に努めていく所存でありますので、一層のご協力をお願いいたします。


